
 

愛知・島津議員、たけだ候補 

10月 24日 リニア中央新幹線問題を考えるつどい～シンポジウムと運動の交流 
党中央委員会は 10 月 24 日（土）午後 13 時半から名古屋市東区のウィルあいち（愛知県女

性総合センター）大会議室で「リニア中央新幹線問題を考えるつどい～シンポジウムと運動の
交流」を開きます。参加費無料。 

★主催者あいさつ  小池 晃（党副委員長・参議院議員） 

★第一部 シンポジウム 

○ 橋山禮治郎（千葉商科大学大学院客員教授、アラバマ大学名誉教授） 

○ 辻村千尋（日本自然保護協会 自然保護部 保護室主任.）  

○ 長田好弘（日本科学者会議リニア研究連絡委員会代表） 

★第二部 運動の交流 

○ リニア新幹線ルート沿線各地の住民運動や地方議員などから運動の経験交流 

★「第 3 部」としてさらに同会場で運動の交流を行います。 

 

日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
所 

 
 
 

名
古
屋

市

中
区

新
栄

三

丁
目

十
二

番
二

十

五
号 

 
 
 
 
 
 
  

電 

話  

〇
五
二
（
二
六
四
）
〇
八
三
三 

Ｆ
Ａ
Ｘ   

〇
五
二
（
二
六
四
）
〇
八
五
〇 

 
 
 
 
 
 
 

Ｅ
メ
ー
ル 

tokaiblc@ybb.ne.jp 

 
2015 年 

10 月 16 日 
第 30 号 

 

た
け
だ
良
介
参
院
比
例
候
補
、
島
津

幸
広
衆
院
議
員
は
10
日
、
愛
知
の
青
年

が
呼
び
掛
け
た
名
古
屋
市
内
の
集
会

と
デ
モ
「
ス
ト
ッ
プ
・
イ
ッ
ト
・
ア
ベ
・

ナ
ゴ
ヤ
ア
ク
シ
ョ
ン
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
民
主
党
の
山
尾
志
桜
里
衆
院
議
員

も
参
加
し
、
３
人
で
手
を
あ
げ
、
参
加

者
の
コ
ー
ル
に
応
え
ま
し
た
。 

同
ア
ク
シ
ョ
ン
は
昨
年
10
月
か
ら

今
回
で
６
回
目
。
名
古
屋
市
中
区
の
白

川
公
園
か
ら
久
屋
大
通
公
園
・
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
広
場
ま
で
パ
レ
ー
ド
し
、
飛
び

入
り
参
加
す
る
人
も
い
て
３
０
０
人

を
超
え
る
人
に
な
り
ま
し
た
。 

た
け
だ
候
補
は
「
審
議
も
採
決
も
国

民
は
納
得
し
て
い
な
い
、
安
倍
内
閣
を

 

本
村
伸
子
衆
院
議
員
は
11
日
、
愛
知
県
の
小

牧
平
和
県
民
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
自
衛
隊

基
地
の
あ
る
地
元
か
ら
「
戦
争
法
廃
止
」「 
地

域
と
自
衛
隊
員
を
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
巻
き
込

む
な
」「
空
中
給

油
機
は
撤
去
」

の
思
い
を
も
っ

て
３
５
０
人
以

上
が
参
加
し
ま

し
た
。
す
や
ま

初
美
参
院
愛
知

選
挙
区
候
補
、

下
奥
奈
歩
愛
知

県
議
を
は
じ
め

各
地
方
議
員
も

ル
宣
言
を
渡
し
ま
し
た
。 

 

三
菱
重
工
小
牧
南
工
場
を
米
軍

戦
闘
機
Ｆ
３
５
の
整
備
拠
点
に
す

る
計
画
も
明
ら
か
に
な
っ
て
お

り
、
参
加
者
は
「
ア
メ
リ
カ
の
戦

争
協
力
の
い
っ
そ
う
の
拠
点
化
を

絶
対
に
許
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
」
と
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。 

参
加
し
ま
し
た
。 

民
主
党
の
近
藤
昭
一
衆
院
議
員

が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
、SE

A
L

D
s 

T
O

K
A

I

の
代
表
も
方
も
思
い
を
共

有
し
ま
し
た
。 

集
会
参
加
者
は
、
そ
の
後
、
小

牧
基
地
の
正
面
玄
関
ま
で
パ
レ
ー

ド
し
、
基
地
司
令
あ
て
に
ア
ピ
ー

必
ず
退
陣
さ

せ
よ
う
」
と

訴
え
。
島
津

議
員
は
「
憲

法
破
壊
の
戦

争
法
を
廃
止

す
る
国
民
連

合
政
権
を
実

現
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け

ま
し
た
。 

 

リニア予定地 南アルプス(静岡)を調査 本村、島津、辰巳議員 

本村伸子、島津幸広両衆院議員、辰巳孝太郎参院議員は、14～15

日、リニア新幹線を考える静岡県民ネットワークの調査に同行しま

した（右の写真）。一行はトンネル工事や発生土置き場に予定され

る南アルプスの燕沢などを視察。県民ネットの林克共同代表は「高

さ 50 メートル、長さ 1 キロにわたり発生土を積み上げるといわれ

る」と説明、対岸で地滑りの跡もあり、崩れた時の問題などを指摘

しました。本村氏は「静岡駅から車で 4時間もかかり、環境が守ら

れているかチェックするのも大変。データを開示させ丁寧な説明を

すべきです」と話していました。 

 

 


